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平成 26 年 7 月 22 日 

中学校給食推進室 

 

「小・中親子方式に係る小学校調理室等調査報告書」（案） 

 

１ 調査目的  小・中親子方式による中学校完全給食の実施の可能性について検

証するため、小学校調理室等の調査を実施するもの 

  

２ 調査期間  平成２６年６月２日 ～ 同月２３日 

 

３ 調査対象  市立小学校１１３校中１１０校 

          ※ 対象外３校  子母口小学校（東橘中学校と合築） 

                   はるひ野小学校（はるひ野中学校と合築） 

                  上丸子小学校（改築工事中） 

 

４ 調査内容  小・中親子方式を実施した場合に必要となる「学校給食衛生管理

基準」等を考慮した小学校調理室の拡張スペースや各厨房機器の能

力等について調査を実施 

 

※ なお、親校となる小学校の給食を工事期間中停止させるなどの影響

を最小限に抑えるとともに、安全衛生管理や配送計画の複雑化による

事故等を未然に防止するなどの観点から、複数の小学校を親校とせず、

１小学校から１中学校への配送を条件とした。 

 

５ 調査結果等 文部科学省の「学校給食衛生管理基準」では、安全・安心な学校

給食を提供するため、学校給食施設は、衛生的な場所に設置し、食

数に適した広さとすることと定められている。また、調理場は、二

次汚染防止の観点から、食材の検収室、食品の保管室、下処理室な

どの「汚染作業区域」、調理室、配膳室などの「非汚染作業区域」、

及び更衣室、休憩室、調理員専用便所、前室等の「その他の区域」

に部屋単位で区分すること、洗浄室は別途区分すること、検収、保

管、下処理、調理及び配膳の各作業区域並びに更衣休憩に充てる区

域及び前室に区分するように努めること、ドライシステムを導入す

ること等とされている。さらに、食品の保管室は、専用であること、

衛生面に配慮した構造とし、食品の搬入及び搬出に当たって、調理

室を経由しない構造及び配置とすること、外部からの汚染を受けな
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いような構造の検収室を設けることなどが定められている。文部科

学省は、本基準に照らして適切な衛生管理に努めるとともに、本基

準に照らし、衛生管理上適正を欠く事項があると認めた場合には、

遅滞なく、その改善のために必要な措置を講じるなど、学校給食の

衛生管理の充実に努めるよう要請している。 

一方で、本市の小学校給食調理室については、「学校給食法」等

に基づき整備を実施してきたものの、同法第 12 条第 1 項の規定に

基づく同法施行令第４条別表に定められている給食調理場の補助

基準面積が、平成 26 年 4 月に文部科学省から通知された「学校施

設環境改善交付金交付要綱」の改正によって改善されたことにより、

現在では基準面積等を充分に満たしていない狭隘な学校や、作業区

域ごとの仕切り等が無い学校もある中で、現場の給食調理員等によ

る細心の注意と工夫等により安全性が確保されている現状にある。

仮に、現在の小学校給食室において、提供食数増に対応する厨房機

器等の設備面での整備を行ったとしても、作業スペースの十分な拡

張がなければ、益々狭隘となり、作業動線上で「汚染作業区域」と

「非汚染作業区域」等が交差してしまう可能性が生じ、更にそこで

献立や配食時間等の異なる中学校給食の配膳を行った場合、作業工

程上で調理前の食材が放置される状況等が発生するなど、作業事故

等発生のリスクが非常に高まる危険性がある。また、スペース拡張

のための増改築工事の実施には、施工に長期間を要することから、

夏休み期間等を利用した施工行程を組んだとしても、当該の小学校

において数箇月は給食を停止することとなるとともに、学校内にお

ける児童の生活導線と車両導線が交差するなど、小学校の教育環境

等に多大な影響を及ぼすこととなる。 

したがって、本市で小中親子方式を実施するためには、合築校を

除き、すべての小学校において、本基準等を考慮した、作業上適切

かつ衛生管理可能な、十分なスペースの確保や、「汚染作業区域」「非

汚染作業区域」等の間仕切りの設置、ドライシステムの導入等によ

り、学校給食における衛生管理の徹底を図らなければならない。ま

た、併せて、厨房機器の増設等や、配送に係る荷捌き場所、トラッ

クヤードなどのスペースの確保及び整備等が必要となるが、現況調

査の結果では、調査対象小学校全１１０校において、校舎内及び校

舎外に十分な拡張スペースを有する小学校は無い状況にある。 

 



小・中親子方式に係る小学校調理室等調査報告書（学校別）

区 No. 中学校名
ピーク
生徒数
(※1）

ピーク
教職員数

(※１）
計

ピーク
クラス
数+1

小学校名
調理
委託

ピーク
児童数
(※1）

ピーク
教職員数

(※１）
計

ピーク
クラス
数+1

小学校
調理室

保有面積

小中親子
必要面積

（※2）

過不足
面積

現地調
査結果
（※3）

小学校
現有台数

小中親子
必要台数

(※4）

小中親子
過不足
台数

小学校
現有台数

(※5)

小中親子
必要台数
(ｽﾁｺﾝ)

小中親子
過不足
台数

小学校
現有釜数

小学校
現有釜数
（2回転)

小中親子
必要釜数

小中親子
過不足
釜数

小学校
現有容量

小中親子
必要容量

小中親子
過不足
容量

小学校
現有容量

小中親子
必要容量

小中親子
過不足
容量

22 殿町小 647 36 683 20 168㎡ 625㎡ -457㎡ × 4 8 -4 1 2 -2 6 12 26 -14 100 210 -110 597 3288 -2,691 
22 東門前小 委 1,191 57 1,248 35 220㎡ 750㎡ -530㎡ × 5 10 -5 ① 3 -2 9 18 35 -17 162 285 -123 783 3776 -2,993 
11 四谷小 471 31 502 17 158㎡ 500㎡ -342㎡ × 4 4 0 1 2 -2 0 0 委託 委託 110 140 -30 597 2704 -2,107 
11 大師小 委 447 36 483 15 204㎡ 500㎡ -296㎡ × 5 4 1 1 2 -2 6 12 15 -3 100 130 -30 829 1826 -997 
20 川中島小 690 40 730 22 114㎡ 625㎡ -511㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 6 12 26 -14 90 210 -120 766 3288 -2,522 
20 藤崎小 704 42 746 21 223㎡ 625㎡ -402㎡ × 5 6 -1 1 2 -2 0 0 委託 委託 100 205 -105 829 3288 -2,459 

4 桜本中 223 24 247 7 さくら小 547 52 599 19 238㎡ 500㎡ -262㎡ × 4 4 0 ① 2 -1 6 12 14 -2 100 130 -30 1,125 2410 -1,285 
16 大島小 421 38 459 14 149㎡ 500㎡ -351㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 5 10 18 -8 70 150 -80 597 2410 -1,813 
16 渡田小 委 1,082 59 1,141 32 183㎡ 750㎡ -567㎡ × 4 8 -4 1 3 -3 0 0 委託 委託 110 240 -130 597 3776 -3,179 

6 田島中 416 30 446 13 東小田小 368 30 398 13 183㎡ 500㎡ -317㎡ × 4 4 0 1 2 -2 5 10 15 -5 60 130 -70 1,194 1826 -632 
10 小田小 598 41 639 20 213㎡ 500㎡ -287㎡ × 5 4 1 1 2 -2 5 10 16 -6 110 150 -40 829 2704 -1,875 
10 浅田小 340 29 369 13 146㎡ 500㎡ -354㎡ × 5 4 1 1 1 -1 0 0 委託 委託 70 115 -45 597 1826 -1,229 
13 東大島小 委 258 27 285 11 182㎡ 500㎡ -318㎡ × 4 4 0 1 1 -1 6 12 12 0 70 120 -50 597 1686 -1,089 
13 向小 452 31 483 16 127㎡ 500㎡ -373㎡ × 4 4 0 1 2 -2 6 12 15 -3 80 145 -65 597 1826 -1,229 
13 田島小 409 30 439 14 185㎡ 500㎡ -316㎡ × 5 4 1 1 2 -2 0 0 委託 委託 50 135 -85 597 1826 -1,229 
13 新町小 348 30 378 13 184㎡ 500㎡ -316㎡ × 4 4 0 1 1 -1 5 10 14 -4 70 130 -60 597 1826 -1,229 
23 旭町小 549 38 587 18 162㎡ 625㎡ -463㎡ × 5 8 -3 ① 2 -1 6 12 26 -14 160 205 -45 1,328 3288 -1,960 
23 宮前小 委 934 57 991 27 181㎡ 750㎡ -569㎡ × 5 8 -3 1 3 -3 9 18 32 -14 110 250 -140 829 3288 -2,459 
13 川崎小 675 48 723 21 182㎡ 500㎡ -318㎡ × 5 6 -1 1 2 -2 9 18 20 -2 110 170 -60 626 2704 -2,078 
13 京町小 511 36 547 18 177㎡ 500㎡ -323㎡ × 5 4 1 1 2 -2 6 12 17 -5 70 155 -85 829 2704 -1,875 
14 幸町小 委 709 44 753 22 151㎡ 625㎡ -474㎡ × 5 6 -1 1 2 -2 8 16 21 -5 130 180 -50 1,252 2704 -1,452 
14 南河原小 480 35 515 15 219㎡ 500㎡ -281㎡ × 5 4 1 1 2 -2 5 10 17 -7 60 145 -85 989 2704 -1,715 
23 御幸小 1,034 62 1,096 30 297㎡ 750㎡ -453㎡ × 4 8 -4 ① 3 -2 6 12 34 -22 210 265 -55 2,466 3776 -1,310 
23 西御幸小 380 27 407 13 156㎡ 625㎡ -469㎡ × 3 6 -3 1 2 -2 4 8 23 -15 90 180 -90 829 2410 -1,581 
23 戸手小 委 849 55 904 26 159㎡ 750㎡ -591㎡ × 4 8 -4 1 3 -3 8 16 31 -15 120 245 -125 1,252 3288 -2,036 
20 古川小 委 1,121 53 1,174 33 197㎡ 750㎡ -553㎡ × 5 8 -3 1 3 -3 8 16 32 -16 100 265 -165 766 3776 -3,010 
20 東小倉小 552 32 584 19 178㎡ 625㎡ -447㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 6 12 23 -11 60 195 -135 829 3288 -2,459 
20 下平間小 575 37 612 20 191㎡ 625㎡ -434㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 6 12 24 -12 120 200 -80 626 3288 -2,662 

14 日吉中 424 30 454 13 日吉小 委 1,164 63 1,227 34 198㎡ 750㎡ -552㎡ × 5 8 -3 1 3 -3 9 18 27 -9 130 235 -105 766 3192 -2,426 
20 小倉小 875 48 923 26 224㎡ 750㎡ -526㎡ × 5 8 -3 ① 3 -2 6 12 29 -17 100 230 -130 1,060 3288 -2,228 
20 南加瀬小 504 32 536 16 199㎡ 625㎡ -426㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 0 0 委託 委託 60 180 -120 829 3288 -2,459 
20 夢見ヶ崎小 376 30 406 13 165㎡ 500㎡ -335㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 6 12 21 -9 60 165 -105 597 2410 -1,813 
13 古市場小 388 30 418 13 177㎡ 500㎡ -323㎡ × 4 4 0 1 2 -2 6 12 16 -4 100 130 -30 1,085 1826 -741 
13 下河原小 263 23 286 12 187㎡ 500㎡ -313㎡ × 4 4 0 1 1 -1 3 6 14 -8 80 125 -45 597 1686 -1,089 
13 平間小 519 31 550 17 123㎡ 500㎡ -377㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 0 0 委託 委託 90 150 -60 597 2704 -2,107 
13 玉川小 604 33 637 19 180㎡ 500㎡ -320㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 0 0 委託 委託 100 160 -60 829 3288 -2,459 
13 下沼部小 委 1,072 59 1,131 31 212㎡ 625㎡ -413㎡ × 5 8 -3 1 3 -3 6 12 27 -15 120 220 -100 597 3776 -3,179 
13 苅宿小 517 37 554 18 156㎡ 500㎡ -344㎡ × 4 4 0 1 2 -2 6 12 17 -5 60 155 -95 626 2704 -2,078 
13 木月小 517 26 543 13 110㎡ 500㎡ -391㎡ × 4 4 0 1 2 -2 3 6 17 -11 70 130 -60 597 2704 -2,107 

19 井田中 519 33 552 13 井田小 委 930 59 989 27 175㎡ 625㎡ -450㎡ × 5 6 -1 1 2 -2 9 18 25 -7 140 200 -60 829 3288 -2,459 
15 東住吉小 609 47 656 20 186㎡ 500㎡ -314㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 5 10 20 -10 60 175 -115 626 3288 -2,662 
15 住吉小 487 38 525 16 123㎡ 500㎡ -377㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 5 10 18 -8 80 155 -75 597 3288 -2,691 
15 今井小 委 902 55 957 28 177㎡ 625㎡ -448㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 9 18 25 -7 110 215 -105 597 3288 -2,691 
15 上丸子小 1,044 46 1,090 31 170㎡ 625㎡ -455㎡ × 5 8 -3 1 2 -2 6 12 26 -14 100 230 -130 597 3776 -3,179 
15 西丸子小 694 42 736 22 271㎡ 625㎡ -354㎡ × 5 6 -1 1 2 -2 6 12 21 -9 110 185 -75 829 3288 -2,459 
18 中原小 788 44 832 23 221㎡ 625㎡ -404㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 5 10 25 -15 90 205 -115 829 3288 -2,459 
18 宮内小 委 886 60 946 27 240㎡ 625㎡ -385㎡ × 5 8 -3 ① 3 -2 9 18 27 -9 220 225 -5 1,362 3288 -1,926 
40 大戸小 委 830 73 903 25 265㎡ 750㎡ -485㎡ × 5 10 -5 1 4 -4 0 0 委託 委託 180 325 -145 1,085 4354 -3,269 
40 下小田中小 委 1,036 60 1,096 29 189㎡ 750㎡ -561㎡ × 4 12 -8 1 4 -4 0 0 委託 委託 140 345 -205 626 4842 -4,216 
40 新城小 714 40 754 23 200㎡ 750㎡ -550㎡ × 4 10 -6 1 3 -3 8 16 40 -24 100 315 -215 597 4354 -3,757 
40 大谷戸小 委 1,221 70 1,291 36 277㎡ 750㎡ -473㎡ × 5 12 -7 ① 4 -3 9 18 48 -30 266 380 -114 2,717 4842 -2,125 
28 橘小 委 960 24 984 29 272㎡ 750㎡ -478㎡ × 5 10 -5 ① 3 -2 0 0 委託 委託 150 285 -135 1,621 4354 -2,733 
28 末長小 委 1,212 64 1,276 36 192㎡ 750㎡ -558㎡ × 5 10 -5 ① 3 -2 0 0 委託 委託 150 320 -170 766 4842 -4,076 
28 新作小 431 30 461 14 189㎡ 625㎡ -436㎡ × 4 8 -4 1 2 -2 6 12 27 -15 100 210 -110 597 3476 -2,879 

25 高津中 570 35 605 16 久本小 委 948 60 1,008 29 212㎡ 625㎡ -413㎡ × 5 8 -3 1 3 -3 9 18 27 -9 160 225 -65 1,066 3776 -2,710 
14 東高津小 委 1,093 63 1,156 33 261㎡ 750㎡ -489㎡ × 5 8 -3 ① 3 -2 9 18 27 -9 250 235 15 3,006 3776 -770 
14 坂戸小 委 579 42 621 20 177㎡ 500㎡ -323㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 6 12 19 -7 80 170 -90 1,363 3288 -1,925 
25 下作延小 441 30 471 15 184㎡ 625㎡ -441㎡ × 5 6 -1 1 2 -2 0 0 委託 委託 80 200 -120 597 2410 -1,813 
25 高津小 委 1,047 64 1,111 32 207㎡ 750㎡ -543㎡ × 5 10 -5 1 3 -3 0 0 委託 委託 140 285 -145 835 3776 -2,941 
25 久地小 委 1,177 65 1,242 34 268㎡ 750㎡ -482㎡ × 5 10 -5 ① 3 -2 9 18 37 -19 170 295 -125 1,223 3776 -2,553 

平成26年7月22日
中学校給食推進室

回転釜（台数）  中学校1.1倍換算 焼物機（台）　小中換算無し 炊飯機（釜）　中学校110ｇ 熱風消毒保管庫（篭数） 食材用冷蔵庫（ ）

高
津
区

27 西高津中 929 50 979

26 東高津中 482 32 514

24 橘中 1,030 60 1,090

23 西中原中 1,452 82 1,534

22 宮内中 642 40 682

21 中原中 473 33 506

20 今井中 498 36 534

18 住吉中 411 30 441

中
原
区

16 平間中 457 33 490

幸
区

738 41 779

17 玉川中 472 36 508

13 塚越中 724 42 766

12 御幸中 867 52 919

11 南河原中 448 31 479

30 416

9 富士見中 873 56 929

5 臨港中 543 37 580

面　積

2 南大師中 362 28 390

3 川中島中 726 44 770

15 南加瀬中

川
崎
区

1 大師中 803 45 848

7 京町中 280 26 306

10 川崎中 426 33 459

8 渡田中 386
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平成26年7月22日
中学校給食推進室

回転釜（台数）  中学校1.1倍換算 焼物機（台）　小中換算無し 炊飯機（釜）　中学校110ｇ 熱風消毒保管庫（篭数） 食材用冷蔵庫（ ）面　積

25 梶ヶ谷小 724 40 764 22 128㎡ 750㎡ -622㎡ × 4 8 -4 1 3 -3 0 0 委託 委託 100 235 -135 597 3288 -2,691 
25 西梶ヶ谷小 631 38 669 21 171㎡ 625㎡ -454㎡ × 4 8 -4 1 3 -3 5 10 28 -18 90 230 -140 626 3288 -2,662 
25 宮崎小 委 1,300 75 1,375 38 221㎡ 750㎡ -529㎡ × 5 10 -5 ① 3 -2 11 22 39 -17 180 315 -135 1,060 3776 -2,716 
23 野川小 委 813 56 869 26 181㎡ 750㎡ -569㎡ × 5 8 -3 1 3 -3 0 0 委託 委託 150 245 -95 829 3288 -2,459 
23 西野川小 467 33 500 16 198㎡ 625㎡ -427㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 5 10 25 -15 90 195 -105 597 3288 -2,691 
23 南野川小 536 36 572 19 130㎡ 625㎡ -495㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 5 10 26 -16 100 210 -110 597 3288 -2,691 
23 鷺沼小 委 846 53 899 27 146㎡ 750㎡ -604㎡ × 5 8 -3 1 3 -3 8 16 30 -14 130 250 -120 1,060 3288 -2,228 
23 有馬小 418 28 446 14 110㎡ 625㎡ -515㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 0 0 委託 委託 80 185 -105 597 2410 -1,813 
23 西有馬小 委 941 55 996 27 224㎡ 750㎡ -526㎡ × 5 8 -3 1 3 -3 8 16 31 -15 100 250 -150 1,060 3288 -2,228 
34 富士見台小 委 1,036 68 1,104 32 216㎡ 750㎡ -534㎡ × 6 10 -4 ① 4 -3 0 0 委託 委託 150 330 -180 1,066 4842 -3,776 
34 宮前平小 529 41 570 19 192㎡ 750㎡ -558㎡ × 5 8 -3 1 3 -3 5 10 34 -24 90 265 -175 597 4354 -3,757 
34 宮崎台小 委 815 54 869 25 154㎡ 750㎡ -596㎡ × 5 10 -5 1 3 -3 0 0 委託 委託 100 295 -195 829 4354 -3,525 
34 土橋小 委 954 68 1,022 29 279㎡ 750㎡ -471㎡ × 5 10 -5 ① 3 -2 9 18 40 -22 195 315 -120 2,170 4842 -2,672 
19 上作延小 761 41 802 24 236㎡ 625㎡ -389㎡ × 5 6 -1 ① 2 -1 9 18 26 -8 140 215 -75 2,208 3288 -1,080 
19 南原小 336 30 366 13 189㎡ 500㎡ -311㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 6 12 19 -7 60 160 -100 597 2410 -1,813 
19 平小 530 39 569 19 171㎡ 625㎡ -454㎡ × 5 6 -1 1 2 -2 8 16 22 -6 100 190 -90 597 3288 -2,691 

33 平中 373 27 400 11 向丘小 委 928 55 983 27 213㎡ 625㎡ -412㎡ × 5 6 -1 1 2 -2 9 18 23 -5 110 190 -80 829 2704 -1,875 
17 菅生小 717 39 756 23 155㎡ 625㎡ -470㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 0 0 委託 委託 90 200 -110 597 3288 -2,691 
17 稗原小 635 39 674 20 200㎡ 625㎡ -425㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 5 10 22 -12 100 185 -85 597 3288 -2,691 
18 白幡台小 358 29 387 13 110㎡ 500㎡ -390㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 6 12 18 -6 70 155 -85 597 2410 -1,813 
18 犬蔵小 1,242 65 1,307 37 272㎡ 750㎡ -478㎡ × 6 8 -2 ① 3 -2 9 18 32 -14 270 275 -5 597 3776 -3,179 
27 稲田小 委 907 72 979 28 218㎡ 750㎡ -532㎡ × 5 8 -3 1 3 -3 9 18 34 -16 210 275 -65 829 4354 -3,525 
27 長尾小 295 27 322 12 193㎡ 625㎡ -432㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 3 6 25 -19 90 195 -105 597 3476 -2,879 
27 宿河原小 委 782 46 828 25 127㎡ 750㎡ -623㎡ × 4 8 -4 1 3 -3 0 0 委託 委託 80 260 -180 829 4354 -3,525 

37 枡形中 450 30 480 13 登戸小 委 783 54 837 25 182㎡ 625㎡ -443㎡ × 5 6 -1 1 2 -2 8 16 22 -6 120 190 -70 829 2704 -1,875 
23 中野島小 946 56 1,002 28 196㎡ 750㎡ -554㎡ × 5 8 -3 ① 3 -2 0 0 委託 委託 170 255 -85 1,060 3776 -2,716 
23 下布田小 490 40 530 17 182㎡ 625㎡ -443㎡ × 5 6 -1 1 2 -2 5 10 25 -15 100 200 -100 626 3288 -2,662 
23 東菅小 委 444 38 482 17 252㎡ 625㎡ -373㎡ × 4 6 -2 ① 2 -1 9 18 25 -7 230 200 30 2,556 2410 146
13 南菅小 委 322 30 352 13 172㎡ 500㎡ -328㎡ × 4 4 0 1 1 -1 3 6 14 -8 90 130 -40 626 1826 -1,200 
13 西菅小 289 33 322 13 205㎡ 500㎡ -295㎡ × 4 4 0 1 1 -1 6 12 13 -1 80 130 -50 597 1826 -1,229 

40 菅中 430 28 458 13 菅小 委 944 61 1,005 28 225㎡ 625㎡ -400㎡ × 5 6 -1 ① 2 -1 8 16 24 -8 160 205 -45 829 3192 -2,363 
18 東生田小 533 35 568 18 238㎡ 625㎡ -387㎡ × 4 6 -2 ① 2 -1 6 12 21 -9 226 180 46 1,085 3288 -2,203 
18 三田小 684 38 722 22 112㎡ 625㎡ -513㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 0 0 委託 委託 120 200 -80 1,005 3288 -2,283 
18 生田小 441 34 475 15 97㎡ 500㎡ -403㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 0 0 委託 委託 70 165 -95 626 2410 -1,784 

42 南生田中 455 29 484 13 南生田小 委 1,042 62 1,104 31 141㎡ 625㎡ -484㎡ × 5 8 -3 1 2 -2 0 0 委託 委託 140 220 -80 2,281 3192 -911 
16 西生田小 委 839 54 893 27 210㎡ 625㎡ -415㎡ × 5 6 -1 1 2 -2 9 18 25 -7 110 215 -105 1,060 3288 -2,228 
16 百合ヶ丘小 801 46 847 25 130㎡ 625㎡ -495㎡ × 5 6 -1 ① 2 -1 9 18 24 -6 210 205 5 1,362 3288 -1,926 
14 千代ヶ丘小 583 37 620 19 140㎡ 500㎡ -360㎡ × 5 6 -1 1 2 -2 6 12 19 -7 90 165 -75 626 2704 -2,078 
14 金程小 428 33 461 14 175㎡ 500㎡ -325㎡ × 5 4 1 1 2 -2 6 12 16 -4 60 140 -80 502 1826 -1,324 

45 長沢中 584 39 623 16 長沢小 679 39 718 21 141㎡ 625㎡ -484㎡ × 5 6 -1 1 2 -2 0 0 委託 委託 100 185 -85 597 3288 -2,691 
13 南百合ヶ丘小 委 844 52 896 26 109㎡ 625㎡ -516㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 6 12 23 -11 150 195 -45 766 3288 -2,522 
13 麻生小 委 877 56 933 27 174㎡ 625㎡ -451㎡ × 5 6 -1 1 2 -2 9 18 24 -6 120 200 -80 626 3288 -2,662 
16 東柿生小 439 50 489 15 109㎡ 500㎡ -391㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 0 0 委託 委託 70 155 -85 829 2410 -1,581 
16 岡上小 委 773 30 803 13 174㎡ 625㎡ -451㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 6 12 23 -11 60 145 -85 597 3288 -2,691 
10 王禅寺中央小 480 31 511 19 244㎡ 500㎡ -256㎡ × 4 4 0 ① 2 -1 6 12 15 -3 216 145 71 2,587 2704 -117 
10 真福寺小 333 33 366 13 214㎡ 500㎡ -286㎡ × 4 4 0 1 1 -1 3 6 13 -7 50 115 -65 597 1826 -1,229 
10 虹ヶ丘小 198 20 218 9 143㎡ 438㎡ -295㎡ × 5 4 1 1 1 -1 3 6 10 -4 60 95 -35 597 1686 -1,089 
19 柿生小 773 41 814 24 216㎡ 625㎡ -409㎡ × 5 6 -1 1 2 -2 6 12 26 -14 90 215 -125 597 3288 -2,691 
19 片平小 744 41 785 25 206㎡ 625㎡ -419㎡ × 4 6 -2 1 2 -2 6 12 25 -13 110 220 -110 597 3288 -2,691 
19 栗木台小 委 794 50 844 25 196㎡ 625㎡ -429㎡ × 5 8 -3 1 2 -2 6 12 26 -14 140 220 -80 1,252 3288 -2,036 

※１　生徒数・教職員数ピーク　：　平成２６年度～平成３１年度の児童生徒数推計によるピーク値
※２　小中親子必要面積　：　小中親子方式で実施した場合の「衛生管理上必要な面積」（業者ヒアリングによる）
※３　現地調査結果　：　各小学校調理室が増築拡張の余地についての現地確認・調査の結果
※４　小中親子必要台数（回転釜）　：　中学校の食数を小学生用に換算：食数に1.1を乗じ計上
※５　小学校現有台数（焼物機）　：　①はスチームコンベクションオーブン数

49 白鳥中 675 43 718

48 王禅寺中央中 335 29 364

47 柿生中 554 34 588

46 麻生中 465 35 500
麻
生
区

43 西生田中 547 34 581

多
摩
区

41 生田中 613 39 652

44 金程中 444 33 477

39 南菅中 393 32 425

38 中野島中 868 54 922

36 稲田中 997 56 1,053

35 犬蔵中 598 37 635

922

978

宮
前
区

28 宮崎中 907 71

32 向丘中 667 43

1,334

710

851

34 菅生中 590 37 627

30 有馬中 802 49

31 宮前平中 1,270 64

29 野川中 870 52



資料２

実施手法ごとの事業費用の試算について

主な条件

・本市の中学校全52校のうち、小中合築の東橘中学校・はるひ野中学校を除く50校を対象

・提供対象については、今後5年間の生徒数推計ピークの生徒数と教職員数を合わせた約32,500人

・全員喫食

・6種類の実施手法について、それぞれ事業期間30年間として費用を試算

・食材費は全額保護者負担のため、実施費用の試算に含まない

学校給食の運営開始までに要する費用（初期投資費用）

（中→中） （小→中） (食缶配送) (弁当箱配送)

約１５０億円 約１４０億円 約１９０億円 約１４０億円 約２０億円 約４０億円

（約５２億円） （約４７億円） （約５８億円） （約５２億円） （約２０億円） （約４０億円）

約６１０億円 約６１０億円 約６６０億円 約５００億円 約６００億円 約５９０億円

センター方式

民設民営方式

①施設整備費等

平成26年7月22日
中学校給食推進室

・
　
1

各方式の検討に当たっては、食数の提供に必要な施設における費用について計算を行っており、

事業用地の確保、スペースの対応の可否等については検討していない

①施設整備費等

②維持管理・運営費 大規模修繕費、設備・備品の修繕更新費及び毎年ほぼ一定額支払われる

人件費･光熱水費等

(平成26年7月更新）

（一般財源）

②30年間の維持管理・運営費

自校方式

親子方式



資料３ 

 

市立中学校に在籍する生徒における食物アレルギーに関するアンケート実施要項 

 
１ 調査の目的 

 食物アレルギーを有する生徒数や原因食物等の傾向を把握し、中学校完全給食実施に

関する計画策定の基礎資料とするとともに、今後の食物アレルギー対応の参考とする。 

 
２ 調査主体 

  川崎市教育委員会事務局中学校給食推進室 

 
３ 調査対象  

川崎市立中学校（全 52 校）の全生徒を対象とし、保護者が回答する。 

（中学校 1～3 年生の生徒数 約 28,800 人） 

 
４ 調査内容 

（１）食物アレルギーの有無 

（２）食物アレルギーの原因食物等 

（３）アナフィラキシーショックの発症の有無 

（４）運動後のアレルギー発症の有無 

    

 
５ 調査期間  

平成 26 年７月 10 日（木）～７月 18 日（金） 

  保護者から学級担任への提出は７月 18 日（金）までとします。 

 

 

６ 調査方法  

無記名回答方式（調査用紙を集配便で配布、回収） 

 

 
７ 提出先・期日 

  中学校給食推進室 平成 26 年７月 23 日（水）まで 

 
８ その他 

（１）回答内容についての集計は不要です。 

（２）生徒１人につき１枚の配布をお願いします。兄弟姉妹が在籍している場合には、人数

分が保護者へ配布されることになります。 

（３）別紙「アンケート回収返送票」に配布数及び回収数を記入し、回収した調査用紙とと

もに返送してください。 



　保護者
　ほ　ご　しゃ

　様
さま

　　日頃
ひごろ

から、本
　ほん　

市
　し

の学校
がっこう

教育
きょういく

事業
じぎょう

にご理解
りかい

、ご協力
きょうりょく

をいただき誠
まこと

にありがとうございます。本
ほん

市
し

では、安全
あんぜん

・

　安心で温
あんしん　　　あたた

かい中学校完全給食
ちゅうがっこうかんぜんきゅうしょく

の早期実施
そうき　　    じっし

に向
　む

け、現在
げんざい

、「川崎市立中学校
かわさきしりつちゅうがっこう

完全
かんぜん

給食実施
きゅうしょくじっし

方針
ほうしん

（素案
　そあん

）」

　策定
さくてい

のための検討
けんとう

を進
すす

めておりますが、中学校給食
ちゅうがっこうきゅうしょく

における食物
しょくもつ

アレルギー対応
たいおう

の参考
さんこう

とするため、お

　子様
こさま

の食物
しょくもつ

アレルギーに関
かん

するアンケート調査
ちょうさ

を行
おこな

うことといたしました。つきましては、お忙
いそが

しいところ大変
たいへん

　恐縮
きょうしゅく

ですが、裏面
うらめん

のアンケートへの回答
かいとう

についてご協力
きょうりょく

いただきますようお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねが

　　アンケート調査用紙
ちょうさようし

は、お子様1人
こさまひとり

につき1枚
まい

のご記入
きにゅう

となっております。７月
がつ

１８日
にち

（金
きん

）までに学級担任
がっきゅうたんにん

　　へご提出
ていしゅつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あわ

くださいますよう併せてお願
ねが

いいたします。

※お名前
なまえ

は無
む

記入
きにゅう

でお願
ねが

いします。

　　　　■アナフィラキシーとは■

　　アレルギー反応
はんのう

により、じん麻疹
ま し ん

などの皮膚
ひ ふ

症状
しょうじょう

、腹痛
ふくつう

や嘔吐
お う と

などの消化器
し ょ う か き

症状
しょうじょう

、ゼーゼー、呼吸
こきゅう

困難
こんなん

など

の呼吸
こきゅう

器
き

症状
しょうじょう

が、複数
ふくすう

同時
ど う じ

にかつ急激
きゅうげき

に出現
しゅつげん

した状態
じょうたい

をアナフィラキシーといいます。その中
なか

でも、血圧
けつあつ

が低
てい

下
か

して意識
い し き

の低下
て い か

や脱力
だつりょく

を来
き

たすような場合
ば あ い

を、特
と く

にアナフィラキシーショックと呼
よ

び、直
ただ

ちに対応
たいおう

しないと生命
せいめい

にかかわる重篤
じゅうとく

な状態
じょうたい

であることを意味
い み

します。また、アナフィラキシーには、アレルギー反応
はんのう

によらず運動
うんどう

や

物理的
ぶ つ り て き

な刺激
し げ き

などによって起
お

こる場合
ば あ い

があることも知
し

られています。

【出典
しゅってん

：学校
がっこう

のアレルギー疾患
しっかん

に対
たい

する取
と

り組
く

みガイドライン　（財団
ざいだん

法人
ほうじん

　日本
に ほん

学校
がっこう

保健
ほ けん

会
かい

）】

　　　　■食物依存性運動誘発
しょくもついぞんせいうんどうゆうはつ

アナフィラキシー■

　　　非常
ひじょう

にまれな疾患
しっかん

ですが、ある特定
とくてい

の食物
しょくもつ

と運動
うんどう

の組
く

み合
あ

わせでじん麻疹
ま し ん

から始
はじ

まり、ショック症状
しょうじょう

にいた

　る場
ば

合
あい

があり、『食物依存性運動誘発
しょくもついぞんせい　　うんどうゆうはつ

アナフィラキシー』といいます。頻度
ひんど

の高
たか

いものは、小麦
こむぎ

、魚介類
　ぎょかいるい

などです。

　具体
ぐたい

的
てき

な例
れい

として、昼食
ちゅうしょくじ

時に小麦
　こむぎ

などを食
　た

べ、すぐにサッカーなど激
はげ

しい運動
うんどう

をした場合
ばあい

に、じん麻疹
ましん

の出現
しゅつげん

に

　始
はじ

まり喉頭
こ う と う

浮腫
ふ し ゅ

（喉
のど

の粘膜
ねんまく

のむくみ）、喘
ぜん

鳴
めい

（ゼーゼーして息
いき

が苦
く る

しくなること）などの呼吸器
こ き ゅ う き

症状
しょうじょう

を伴
ともな

いショック

　症状
　しょうじょう

にいたる場合
ば あ い

があります。

 【出典
しゅってん

：食物アレルギーによるアナフイラキシー学校対応マニュアル（財団法人　日本学校保健会）】
しょくもつ がっこうたいおう ざいだんほうじん にほんがっこう ほけんかい

　「市立
　しりつ

中学校
ちゅうがっこう

に在籍
ざいせき

する生徒
　せいと

における食物
しょくもつ

アレルギーに関
かん

するアンケート」の実施
　じっ　し

についてのお願
ねが

い

　　　　　　　　　　　川崎市
かわさきし

教育
きょういく

委員会
　いいんかい

参考２

参考１
さんこう

さんこう

＋

＝



■お子様
こさま

の学年
がくねん

をご記入
きにゅう

ください。 （中学
ちゅうがく

　　　年生
ねんせい

）

■お子
こ

様
さま

の食物
しょくもつ

アレルギーについて、当
あ

てはまるほうに○をしてください。

　　現在
げんざい

、食物
しょくもつ

アレルギーがありますか。

  　　ある　　　　・　　　   ない 終了です。そのままご提出ください。
しゅうりょう　　　　　　　　　　　　　ていしゅつ

【問
とい

１】現在
げんざい

の食物
しょくもつ

アレルギーの原因
げんいん

となる食
た

べ物
もの

は何
なに

ですか。当
あ

てはまるもの全
すべ

てに○をしてください。

　　また、○をした食
た

べ物
もの

について、学校
がっこう

給食
 きゅうしょく

での除去
じょきょ

が必要
ひつよう

と考
かんが

える場合
ばあい

は、その右
みぎ

欄
　らん

に ○を記入
きにゅう

してください。

食物
しょくもつ

アレルギー

の原因
げんいん

となる

食
た

べ物
もの

に○

除去
じょきょ

が

必要
ひつよう

な

ものに○

食物
しょくもつ

アレルギー

の原因
げんいん

となる

食
た

べ物
もの

に○

除去
じょきょ

が

必要
ひつよう

な

ものに○

食
た

べ物
もの

名
めい

食物
しょくもつ

アレルギー

の原因
げんいん

となる

食
た

べ物
もの

に○

除去
じょきょ

が

必要
ひつよう

な

ものに○

1 7 13 ご ま

2 8 14 さ ば

3 9 15 さ け

4 10 16 ゼラチン

5 11 17 やまいも

6 12 18 その他
た

【問
とい

２】食
た

べ物
もの

によるアナフィラキシーショックの経験
けいけん

はありますか。当
あ

てはまる欄
らん

に○を記入
きにゅう

してください。

1

2

3

【問
とい

３】運動
うんどう

中
ちゅう

または運動
うんどう

後
ご

に、アレルギー症状
しょうじょう

を発症
はっしょう

したことはありますか。当
 あ

てはまる欄
らん

に○を記入
きにゅう

し

てください。また、「ある」場合
ばあい

は、食事
しょくじ

との関連
かんれん

はありましたか。当
 あ

てはまる欄
らん

に○を記入
きにゅう

してください。

　　　　　　　ある場合
ばあい

1．　ある 1 　 A．　食事
しょくじ

との関連
かんれん

あり  A

2．　ない 2  B．　食事
しょくじ

との関連
かんれん

なし  B

3．　わからない 3 　 C．　わからない  C

　　　　　　ご協力
きょうりょく

ありがとうございました。

            問
と

い合
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１ 「川崎市立中学校給食の基本方針」について 

○ 本市では、これまで、市立中学校の昼食は、「家庭からのお弁当」を基本とする「ミ

ルク給食」を実施し、併せて、お弁当が持参できない時にそれを補完する制度として

「ランチサービス事業」を実施してきましたが、中学校完全給食の実施に関する「市

議会の決議」や様々な意見・要望があったことを踏まえて教育委員会会議において議

論を重ねた結果、中学校においても、小学校と同様に「完全給食」を実施することが

望ましいとの結論に至り、昨年１１月に「川崎市立中学校給食の基本方針」を決定 

○ この基本方針に基づき、安全・安心で温かい中学校完全給食の早期実施に向けた取

組を推進 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

２ 実施方針（素案）策定に向けた検討状況について（中間取りまとめ） 
「川崎市立中学校完全給食実施方針（素案）」の策定に向けた、現時点での検討状況は、

次のとおり。 

 

（１）学校給食を活用した食育の推進について 

   中学校完全給食の実施に伴い、次による食育を推進 

○ 教科や特別活動等における学校給食と関連させた食育 

○ 給食の準備や片付け等の共同作業や同じ食事を一緒に食べる「共食」による食育 

  ○ 小学校からの継続的かつ計画的な食育 

○ 地場産物等の給食への活用による食育 

 

（２）中学校完全給食の喫食形態について 

給食を生きた教材として活用できること、統一的な食育の指導が可能となること、

共食・共同作業による食育の推進が図られることなどから、全員喫食を原則とするこ

とを基本として検討 

（参考） 
完全給食 

給食内容がパン又は米飯（これらに準ずる小麦粉食品、米加工食品その他の食品を含

む。）、ミルク及びおかず 

 
ミルク給食 給食内容がミルクのみ。      現在の本市中学校給食の形態 

川崎市立中学校給食の基本方針（平成 25 年 11 月 26 日 川崎市教育委員会会議決定）

  １ 早期に中学校完全給食を実施します。 

  ２ 学校給食を活用した、さらなる食育の充実を図ります。 

  ３ 安全･安心な給食を提供します。 

  ４ 温かい給食を全校で提供します。 

平成 26 年 5 月 27 日
川崎市教育委員会 

川崎市立中学校完全給食実施方針（素案）中間取りまとめ 

～中学校完全給食の早期実現に向けて～ 

参考資料１ 
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（３）安全・安心・良質かつ廉価な食材の確保について 

○ 安全・安心・良質を最優先とし、かつ廉価に給食用食材を確保するため、小学校

給食で実績のある（公財）川崎市学校給食会を活用することを基本として検討 

  ○ 食育推進に資するよう、市内産・県内産といった地産地消に配慮した食材の調達・

使用について検討 

 

（４）中学校完全給食の食器の形態等について 

○ 食器については、「安全性の確保」、「多様な献立への対応」、「取扱いのしやすさ」、

「経済性」の観点を重視して選定 

○ 食事マナーや共同作業による食育の観点から、食器の形態については、小学校給

食と同様のセパレート型の食器とすることを基本として検討 

  ○ 中学生の自己管理能力を育む等の食育の観点から、箸等の持参（いわゆる「マイ

箸」）についても検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）中学校完全給食の実施手法等について 

ア 実施手法について 

○ 市立中学校全校における自校方式又は親子方式による完全給食の実施には、多

くの学校で運動場に調理場を整備せざるを得ない状況が生じるなど、教育環境へ

の影響が大きいため、現時点では困難な状況。個別の学校における可能性につい

ては、引き続き検討 

○ 生徒数の推計に基づく食数約３万食という規模、本市特有の細長い地形等を考

慮し、市立中学校を複数のエリアに分けた上で、センター方式又は民設民営方式

による完全給食を実施することを基本として検討 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

種類 

食器（セパレート型） ランチプレート 弁当箱 

自校方式 

 

市が各学校の敷地内に調理場を設置し、当該調理場において自校分の給食を調理す

る方式。本市立小学校は、当該方式で実施 

親子方式 自校内に調理場を持つ学校（親校）が、調理場を持たない学校（子校）の分の給食

も調理し、親校から子校へ配送する方式 

センター方式 

 

市が市有地等に大規模な調理場を設置し、当該調理場で調理した給食を、複数の学

校へ配送する方式 

民設民営方式 

 

民間事業者が調理場を所有し、市が当該民間事業者に調理業務等を委託し、当該調

理場で調理した給食を、食缶又は弁当箱により複数の学校へ配送する方式 

（参考） 

（参考） 
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イ 民間活力を活かした効率的な手法について 

○ ＰＦＩの可能性も含め、民間活力を活かしたあらゆる手法を比較検討の上、効

率的・効果的な実施手法による安全・安心で温かい中学校完全給食の全校実施に

向けた取組を推進 

 

公設民営方式 市が、各学校の敷地内に調理場を設置し、又は市有地等に大規模な調理場を設置し、民間

事業者に調理業務等を委託して給食事業を行う方式 

・本市の小学校・特別支援学校 116 校のうち、47校で実施（平成 26年 4月現在） 

民設民営方式 市は民間事業者に調理業務等を委託し、当該民間事業者は自社が有する調理場において、

調理業務等を請け負い、給食事業を行う方式。弁当箱で配送する都市が多いが、食缶で配

送する事例もある。 

・政令市では、相模原市、新潟市、静岡市、名古屋市、京都市、大阪市、広島市（弁当箱）

・甲府市、武蔵村山市（食缶） 

ＰＦＩ方式 公共施設等の建設、維持管理、運営等を、民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用し

て行う方式。「民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律」（ＰＦＩ

法）に基づき実施される。 

・政令市では、主に学校給食センターで採用。本市では、はるひ野小中学校で採用 

 

（６）中学校完全給食の開始時期について 

  ○ 平成 28 年度中の全校実施に向け取組みを推進 

○ 具体的な開始時期については、中学校完全給食実施に係る整備計画、学校運営の

状況等を踏まえ検討 

  ○ 中学校完全給食の試行実施についても検討 

 

（７）中学校給食の給食費の額について 

   給食費の額については、中学生の学校給食摂取基準や本市の小学校・特別支援学校

の給食費の額、他都市の状況等を総合的に勘案して決定 

 

３ 今後のスケジュールについて 
平成２６年９月 中学校完全給食実施方針（素案）の公表 

９月～ パブリックコメント・保護者説明会等の実施 

11 月 中学校完全給食実施方針の決定 

          11 月～ 中学校完全給食実施に向けた取組の推進 

平成２７年度 同上 

平成２８年度 中学校完全給食の実施 

 

（参考） 



１　自校調理場の設置について

２　配膳室等の整備内容について
区名 学校名

川崎区 南大師中

川崎区 桜本中

川崎区 田島中

川崎区 京町中

中原区 平間中

中原区 住吉中

中原区 中原中

多摩区 枡形中

多摩区 南菅中*

川崎区 大師中

川崎区 川中島中

川崎区 臨港中

川崎区 富士見中

川崎区 川崎中

幸区 南河原中

幸区 塚越中

幸区 南加瀬中

中原区 井田中

中原区 今井中

中原区 宮内中

中原区 西中原中

高津区 高津中

高津区 東高津中

高津区 西高津中

宮前区 宮崎中

宮前区 野川中

宮前区 有馬中

宮前区 向丘中

宮前区 平中

多摩区 中野島中*

多摩区 南生田中

麻生区 金程中

麻生区 柿生中

麻生区 王禅寺中央中

川崎区 渡田中

中原区 玉川中

宮前区 宮前平中

宮前区 犬蔵中*

多摩区 稲田中

多摩区 菅中

多摩区 生田中

麻生区 麻生中

麻生区 白鳥中

幸区 御幸中

幸区 日吉中

高津区 橘中

宮前区 菅生中

麻生区 西生田中

麻生区 長沢中

※1　東橘中学校、はるひ野中学校及び市立川崎高等学校附属中学校は調査対象外。
※2　＊印の学校については、自校調理場設置の可能性について、学校との調整が必要

中学校給食推進室
平成26年3月

今後の教室の配置状況や給食実施時の運用を踏まえ、Ｂ若しくはＣの選
定、又はB及びＣの選定について学校との十分な調整が必要である。

6

【B】　　集計／校 25

分類B・C

外部に受入室を増築する必要がある。設置箇所、既存校舎への配膳にあ
たり必要となる改修工事の検討も併せて必要である。教育活動に支障が
生じないよう、増築場所の検討など、学校との十分な調整が必要である。

9

【A】　　集計／校

既存の施設で給食を配膳するにあたり、運搬車を利用するため、段差を解
消することや有効開口を確保するためのサッシ改修等、配膳に支障をきた
す箇所への対応が必要なため、学校との十分な調整が必要である。

考察

9

配膳室等の整備分類

教室や昇降口などの既存の学校施設を利用して、受入室・配膳室・ワゴン
配膳スペースを整備するための改修工事を実施する必要がある。校舎内
での工事となるため、教育活動に支障が生じないよう、改修場所など、学
校との十分な調整が必要である。

【C】　　集計／校

配膳室等整備事前調査業務報告書　分類　Ⅰ

・川崎市立中学校では、生徒数の増加等もあり、校舎内部を改修し、調理場を設置するスペースの確保は困難な状況にある。
・そのため、自校調理を実施するためには、新たに自校調理場の増築が必要となるが、現在の学校の教育活動に支障がなく、
かつ、運動場以外のスペース（建物敷地)に、自校調理場を設置するためのスペースを確保することも困難な状況にある。
・しかしながら、運動場スペースではあっても、教育活動への支障が生じないようなスペースの確保ができる場合や、運動場以
外のスペース（建物敷地)で現在教育活動上活用されているスペースであっても、学校において教育活動への支障が生じない
ような配慮・運用ができる場合には、今後、学校との十分な協議・調整により、自校調理場の設置が可能となる場合もありうる
（※2）。
・ただし、その場合でも、給食関係車両と生徒動線が交錯することや、配膳経路の条件が悪いことなど、安全面や運用面での
課題があるため、教育活動に支障が生じないよう、学校との十分な調整が必要である。

参考資料 2

【B・C】　集計／校

分類A
※既存施設・設備(既存ランチ
サービス受入室など）で対応が可
能な学校
(配送車での搬出入に対応する施
設整備及びラックなどの備品整備
など既存への追加設備の整備で
対応）

分類B

※教室や昇降口などの既存の学
校施設を利用し、給食用施設設

置の整備等改修工事が必要な学
校

分類Ｃ

※既存施設が利用できず、外部
にプレハブなどの設備の整備が
必要な学校



平成２６年５月現在

全員喫食
家庭からの
弁当との
選択制

1 札幌市 97 97
自校調理方式　１９校
親子調理方式　７８校（親３９校、子３９校）

2 仙台市 64 64
自校調理方式　１２校
親子調理方式　　１校（子）
センター方式　　５１校　全５施設（PFＩ２、公設民営1、直営２）

3 さいたま市 57 57
自校調理方式　５４校
親子調理方式　　２校（子）
センター方式　　  １校　　（直営１）

4 千葉市 56 56 センター方式　５６校　　全３施設（PFＩ２、公設民営１）

5 川崎市 52 52 ○ ○中学校ランチサービス事業　５２校（内ホットランチ８校）

6 横浜市 147 ＊　147

     業者による校内での弁当販売　121校
     業者による校内でのパン販売　１1校

*   自動販売機でのごはん・パン販売　14校
     学食を利用　１校（高校附属中）

7 相模原市 37 7 ※　30
センター方式　７校     全２施設（公設民営１、直営１）
※デリバリー方式(弁当)　３０校

8 新潟市 57 30 ※　2７

自校調理方式　８校
親子調理方式　１校（子）
センター方式　２０校　全１４施設（公設民営１０、直営４）
※デリバリー方式（弁当。ランチルーム用は食缶）２８校(内全員喫食は1校）

9 静岡市 43 32 ※　11

自校調理方式　１校
親子調理方式　１校(子）
センター方式　３０校　全９施設（PFＩ１、公設民営４、直営４）
※デリバリー方式（弁当）　１１校

10 浜松市 48 48
自校調理方式　３５校
親子調理方式　 １校（子）
センター方式　 １２校　　全５施設（公設民営４、直営１）

11 名古屋市 111 1 ※　109 ＊　1
自校調理方式　３校（※２校）
※デリバリー方式（弁当。ランチルーム用は食缶）　１０７校
＊児童福祉施設の食堂を利用　1校

12 京都市 73 5 ※　66 ＊　1 ◆　1

自校調理方式５校（小中併設校）
※デリバリー方式（弁当）　６６校
＊高校附属中は食堂の弁当を利用　1校
◆家庭からの弁当のみ　1校

13 大阪市 130 ※　14 ※　114 ＊　2
※デリバリー方式(弁当)　　１２８校
＊児童福祉施設の食堂を利用 ２校

14 堺市 43 43 ○ ○ランチサポート事業　４３校

15 神戸市 82 82 ○

○中学校弁当販売事業　６９校
校内での弁当販売　３校
校内でのパン販売　７校
家庭からの弁当のみ　３校

16 岡山市 38 36 ＊　2

自校調理方式　２３校
親子調理方式　 １校(親）
センター方式 　１２校　　全８施設（公設民営８）
＊　　児童自立支援施設の食堂を利用　１校
　　　 家庭からの弁当と校内パン販売　1校

17 広島市 64 21 ※　43

自校調理方式　５校
親子調理方式　３校（子）
センター方式　１３校　全６施設（公設民営１、直営５）
※デリバリー方式(弁当)　　４３校

18 北九州市 62 62 親子調理方式　６２校(子）

19 福岡市 69 69
自校調理方式　５校
センター方式　６４校　全４施設（公設民営４)
＊７月末で１センター廃止。８月にPFＩで1施設開設予定。

20 熊本市 42 42
自校調理方式　２校
親子調理方式　２校（子）
センター方式　３８校　　全１５施設（公設民営１４、直営１）

政令市における中学校給食の状況

政令指定都市名 学校数

給食の形態

市教委が
給食以外の
昼食提供

備　　考
完全給食

ミルク
給食

未実施

参考資料 3

平成２５年３月
「中学校給食実施方針」を決定
※主な概要は欄外に記載

【大阪市 全員喫食の状況】
・平成26年4月から、全員喫食に移行。
・全学年全員喫食を実施する中学校14校。
・1年生から段階的に全員喫食を実施する中学校112校。
・平成26年度当初は全学年家庭からの弁当との選択制を継続する

中学校2校。

平成２6年４月
全員喫食に移行
※状況は欄外に記載

【神戸市 中学校給食実施方針の概要】
・全員喫食を基本とする。但し、家庭弁当の持参も可能とする。
・デリバリー（ランチボックス）方式を採用する。

・平成26年度中に一部の中学校で、平成27年度中に全校で実施を
目指す。
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11月26日 教育委員会（基本方針決定）

12月17日 第１回中学校給食推進会議

1月22日 東柿生小学校視察（市長・教育委員会）

1月28日 教育委員会（請願審査）

1月30日 中原中学校ほか視察（市長・教育委員会）

2月4日 西八千代市視察（教育委員会事務局）

2月6日 府中市視察（教育委員会事務局）

2月7日 市ＰＴＡ連絡協議会理事会

2月12日 教育委員会

2月13日 第１回中学校給食推進連絡協議会

2月17日 第１回中学校給食推進会議検討部会

3月14日 第２回中学校給食推進会議検討部会

3月20日 武蔵村山市視察（教育委員会事務局）

3月27日 第２回中学校給食推進連絡協議会

4月8日 教育委員会

4月8日 全町連役員会

4月17日 第３回中学校給食推進連絡協議会

4月18日 第３回中学校給食推進会議検討部会

4月22日 第２回中学校給食推進会議

4月22日 教育委員会

4月24日 海老名市視察（教育委員会）

5月2日 甲府市視察（市長・教育委員会・協議会委員）

5月9日 教育委員会

5月13日 教育委員会

5月19日 第４回中学校給食推進連絡協議会

5月19日 第４回中学校給食推進会議検討部会

5月20日 第３回中学校給食推進会議

5月20日 教育委員会

5月26日 第５回中学校給食推進会議検討部会

5月27日 第４回中学校給食推進会議

5月27日 政策・調整会議

5月27日 教育委員会（中間取りまとめ）

5月29日 総務委員会

6月3日 全町連役員会

6月13日 総務委員会

6月30日 千葉市視察（中学校校長会・教育委員会事務局）

7月7日 市ＰＴＡ連絡協議会理事会

7月14日 第５回中学校給食推進連絡協議会

7月22日 第５回中学校給食推進会議

7月22日 教育委員会

これまでの検討経過
平成２５年

平成２６年

平成26年7月22日

中学校給食推進室
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第４回 中学校給食推進会議録 

 

■開催日時  平成２６年５月２７日（火） 

       ９：３０～９：５０ 

■場 所  川崎市役所本庁舎２階特別会議室 

■出 席 者  委員 

福田市長 

砂田副市長     三浦副市長     菊地副市長 

        小金井総務局長   瀧峠総合企画局長  大村財政局長 

        伊藤経済労働局長  伊藤健康福祉局長  金子まちづくり局長 

        渡邊教育長 

       所管局（教育委員会事務局中学校給食推進室） 

        望月室長   森担当課長   北村担当課長 

 

■内容（進行 市長） 

―市長挨拶― 

  ・中学校給食については、市民の関心が高いので、しっかり進めたい。 

・前回の会議で示された、「川崎市立中学校完全給食実施方針（素案）中間取りまとめ（た

たき台案）」について各局持ち帰って検討したと思う。 

  ・本日は事業費用の試算が示されている。しっかりと検討をお願いしたい。 

  

― 資料説明 ― 

（主な質門・意見等） 

副委員長（砂田副市長） 

・資料１４は自校調理場の設置についての記述と配膳室等の整備内容についての記述が、  

 少しわかりづらかった。詳細なところは、実際に学校と調整してみないとわからない。 

 伊藤健康福祉局長 

  ・犬蔵中学校、中野島中学校、南菅中学校の３校は自校調理場設置の可能性があるという

ことか。 

 事務局（森担当課長） 

  ・スペース的には建築可能である。ただし、教育活動への支障が生じないように学校の運

用について協議する必要がある。 

委員長 

・他に意見がなければ、本会議において「川崎市立中学校完全給食実施方針（素案）中間取 

りまとめ」を承認することとする。 

 

閉 会 


